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ジャパンサーチ(試験版)の一般公開について

デジタルアーカイブ産学官フォーラム
（平成 3 1年 2月 2 7日）

この資料は、クリエイティブ・コモンズ表示 4 . 0  国際ライセンスの下に提供されています。



ジャパンサーチ構築に向けて：役割の整理
メタデータの流れ
デジタルコンテンツの流れ

日本文化発信⇒インバウンド効果観光用VR⇒地域創生へ 研究活動の活性化

多様な分野の
メタデータは
ジャパンサーチ
（国立国会図書
館がシステムを
担当）

書籍等分野は
国立国会図書
館サーチ

【活用者層】国民（地域住民、ビジネスマン、学生、研究者等）、日本に興味のある外国人

新規ビジネス・サービスの創出 教育の教材利用 災害時の復興（防災対策）

ジャパンサーチ

・我が国保有コンテンツの
メタデータ集約/API提供
・全体標準化
・利活用の促進

【関係府省等】
・内閣府の会議体を通じた協力
・ガイドラインの普及
・デジタルアーカイブ推進のため
の法的整備
・人材育成のための施策
・アーカイブ活用促進策 等

・（分野ごとの）メタデータ集約・API提供
・（分野ごとの）ポータル提供
・メタデータ等の標準化
・長期アクセス保証

書籍等
分野

放送番
組分野

メディ
ア芸術
分野

地域
アーカ
イブ

文化財
分野

・メタデータの整備
・デジタル化（コンテンツ拡充）
・ウェブでの公開

【各アーカイブ機関】

【国の分野横断統合ポータル】

恒久的保存のための基盤整備

図書館、官公庁、企業、美術館・博物館、文書館、文化施設、地方公共団体等

【分野・地域コミュニティのつなぎ役】

利活用促進のための基盤整備

新しい知
の創造
経済的価
値の創出
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データ連携の流れ
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検索機能の利用

コンテンツの発見

ギャラリーを楽し
む

アプリ等での活用

ジャパンサーチつなぎ役・アーカイブ機関

0

メタデータ

連携時のメタデータ
フォーマット：
データ提供者が使用し
ているそのままの形で
OK

多様なファイル形式に
対応

メタデータデータ登録

API利用
利活用フォーマットに変
換（利活用のための分野共通
メタデータモデル）

共通項目ラベル※の付与

※名称/タイトル、時間、場所、所蔵機関、URL等の分野横断で共通となりうる項目のみ

利用者・活用者

検索・閲覧

教育、観光、
研究、文化発
信、ビジネス
等のシーンで
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連携状況（2019年2月27日現在）

10機関 36データベース メタデータ約1,700万件
分野 データ提供機関 データベース名

書籍等 国立国会図書館 「国立国会図書館サーチ」から、3件のデータベース
公文書 国立公文書館 「国立公文書館デジタルアーカイブ」

文化財
文化庁 「文化遺産オンライン」から、国指定文化財等データベース
国立文化財機構 「ColBase 国立博物館所蔵品統合検索システム」

美術 国立美術館
「国立美術館所蔵作品総合目録検索システム」
「アートコモンズ」

メディア芸術 映像産業振興機構 「Japan Content Catalog」から、2件のデータベース
自然史・理工学 国立科学博物館 「サイエンスミュージアムネット S-Net」
人文学 人間文化研究機構 「人間文化研究機構統合検索システム nihuINT」から、23件のデータベース

放送番組
放送番組センター 「放送ライブラリー公開番組データベース」※ドラマのデータ

日本放送協会 「動画で見るニッポンみちしる」

データセット 内閣官房IT総合戦略室・総務省 データカタログサイト
メディア芸術 文化庁 メディア芸術データベース
舞台芸術 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 演劇情報総合データベース

人文学 立命館大学アート・リサーチセンター ARC古典籍ポータルデータベース
ARC浮世絵ポータルデータベース

自然史・理工学 国立科学博物館、神奈川県立生命の星・地球博物館 魚類写真資料データベース

調整中の連携先一覧（近日連携予定）



ジャパンサーチ（試験版）の機能
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分野の特性を活かした検索機能

様々なテーマに関する「ギャラリー」を提供

利活用促進の基盤～API機能

クリックするだけで楽しめる
多様なコンテンツの紹介

楽しむ

活かす

探す

横断検索

テーマ別検索

ジャパンサーチのメタデータを
利活用しやすい形式で、各種APIを通じて提供



ジャパンサーチ（試験版）のデモ
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平成31年2月27日、ジャパンサーチ（試験版）を一般公開しました。

トップページ<https://jpsearch.go.jp/>


